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み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

件
の
改
善
」
と
「
福
祉
制
度

の
拡
充
」
が
必
要
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
一
人
ひ
と
り
の

不
安
に
寄
り
添
い
、
そ
の
声

を
受
け
と
め
て
、
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
に
は
、「
聴
き

と
る
対
話
」
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
不
安
や
悩
み
、
変
え
た

い
と
思
う
こ
と
な
ど
を
聴
き

と
っ
て
、
職
場
や
制
度
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

は
、
労
働
組
合
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
で
す
。

　

対
話
を
す
す
め
て
、
組
合

の
力
で
変
え
て
い
こ
う
と
誘

っ
て
、
悩
み
や
意
見
を
出
し

あ
っ
て
要
求
す
る
。
交
渉
し

て
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ

る
。
み
ん
な
で
声
を
あ
げ
る

こ
と
で
変
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
実
現
す
る
力
は

組
合
員
を
増
や
す
こ
と
で
大

　

コ
ロ
ナ
禍
が
１
年
以
上
に

及
び
、
福
祉
職
場
の
負
担

感
、
緊
張
感
、
疲
労
感
は
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る

不
安
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
社
会
生
活
の
維
持
に

必
要
不
可
欠
な
職
種
）
と
し

て
果
た
す
福
祉
労
働
者
の
役

割
に
注
目
が
集
ま
り
、
処
遇

改
善
を
求
め
る
声
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

公
共
的
な
役
割
を
発
揮

し
、
働
き
つ
づ
け
て
い
く
た

め
に
は
、「
職
場
の
労
働
条

き
く
な
り
ま
す
。

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ポ
イ
ン
ト
は

ポ
イ
ン
ト
は

目
標
づ
く
り
と
対
話

目
標
づ
く
り
と
対
話

　

ま
ず
、
地
方
組
織
と
分
会

で
６
月
ま
で
に
何
を
す
る
の

か
論
議
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。「
聴
き
と
る
対
話
で
加
入

に
む
け
た
声
を
か
け
る
」
と

い
う
共
通
目
標
以
外
の
目
標

づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

手
の
届
く
目
標
を
一
つ
決

め
ま
す
。「
職
員
総
数
の
過

半
数
で
労
働
者
代
表
に
な

る
」「
非
正
規
雇
用
の
職
員

を
迎
え
る
」「
新
人
職
員
を

説
明
会
に
誘
っ
て
み
る
」
な

ど
、
が
ん
ば
れ
ば
で
き
る
目

標
を
掲
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
広
が
る
不
安

や
悩
み
を
聴
き
と
り
、
寄
り

添
う
な
か
で
、
組
合
の
力
を

伝
え
て
誘
い
ま
し
ょ
う
。
こ

の
「
聴
き
と
る
対
話
」
で
加

入
に
む
け
た
声
を
か
け
る
こ

と
は
、全
国
共
通
目
標
で
す
。

対
話
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
対

話
数
な
ど
を
地
方
組
織
に
報

告
し
、
各
地
の
変
化
を
全
国

で
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
未
加

入
者
の
不
安
や
声
を
聴
き
と

っ
て
、
要
求
に
反
映
さ
せ
た

り
、
３
月
11
日
の
「
人
を
支

え
る
福
祉
労
働
を
守
れ
！
」

怒
り
の
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
に

誘
っ
た
り
、
組
合
の
姿
を
見

せ
て
、
加
入
を
よ
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
６
月
ま
で
に
力
を

あ
わ
せ
て
全
国
で
い
っ
せ
い

　東京五輪・パラリンピック大会組織委員会
の森喜朗会長は、「女性がたくさん入ってい
る理事会は時間がかかる」と発言した責任を
取って辞任した。朝日新聞が２月13・14日に
実施した世論調査では、72％が「辞めたのは

当然だ」とし、「辞める必要はなかった」の
21％を大きく上回った。「当然だ」は、60代
で84％に上った一方で、18～29歳では55％に
とどまった。女性差別を色濃く受けてきた世
代から、若い世代に伝えていこう。

森喜朗氏の会長辞任「当然だ」72％

に
と
り
く
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
と
全
体
で
の
１
割
増
を

達
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
話
で
信
頼
関
係

対
話
で
信
頼
関
係

つ
く
っ
て
誘
お
う

つ
く
っ
て
誘
お
う

　

組
合
加
入
を
す
す
め
て
い

く
う
え
で
必
要
な
の
は
信
頼

関
係
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

対
話
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大

切
な
の
は
、
①
誘
い
た
い
人

の
話
を
よ
く
聴
い
て
み
る
②

組
合
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い

理
由
を
伝
え
て
み
る
③
会
議

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
活
動

に
誘
っ
て
み
る
④
「
あ
な
た

の
力
が
必
要
」
と
伝
え
る
、

の
４
点
で
す
。
信
頼
関
係
を

も
と
に
、
組
合
に
誘
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

「
女
性
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
る

理
事
会
は
時
間
が

か
か
る
」。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
の
森
喜
朗
会
長
の

発
言
に
、「
え
？
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
ど
う
し
て
い
け
な
い

の
？
」
と
思
っ
た
。「
発
言
が

長
い
の
は
女
性
と
は
限
ら
な
い

の
で
は
？
」
と
も
。
互
い
を
認

め
あ
う
こ
と
を
掲
げ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
責
任
者
の
発
言
と
し

て
深
刻
だ
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
個
人
・
団
体
が

批
判
の
声
を
上
げ
、
処
遇
の
検

討
・
再
発
防
止
を
求
め
る
ネ
ッ

ト
署
名
の
賛
同
は
15
万
人
以
上

に
広
が
り
、
森
氏
を
辞
任
に
追

い
こ
ん
だ
。
お
か
し
い
こ
と
に

は
お
か
し
い
と
声
を
上
げ
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
社
会
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

　

元
陸
上
プ
ロ
選
手
の
為
末
大

さ
ん
は
、
自
身
の
サ
イ
ト
で

「
沈
黙
は
賛
同
で
あ
る
と
言
わ

れ
、
は
っ
き
り
と
し
た
意
見
を

出
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
く
反

省
を
し
た
」
と
つ
づ
っ
た
。
さ

て
、
私
た
ち
は
ど
う
か
。
福
祉

の
現
場
は
ど
こ
も
大
変
。
で

も
、
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
現
状

を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
怒
り
の
ア
ク
シ
ョ

ン
で
、
現
場
実
態
を
広
く
訴
え

て
い
こ
う
。 

（
小
林
）

高宮信一･作

緊急事態にゾロゾロと
Go To 夜の銀座

３
月
中
旬
に
完
成
予
定
の

福
祉
保
育
労
の
新
し
い
リ
ー
フ
で
す
！

対話をすすめて変化が！対話をすすめて変化が！

声
を
聴
き
と
る 

加
入
を
す
す
め
る　４人に減っていたＡ保育園分会では、ベテラ

ンの定年と新園開所を契機に、「思いきって組
合加入を訴えよう」と、新人に声をかけ、ささ
やかな「組合を知る会」を開催。「なぜ入った
か」「活動で何を学んだか」を伝え、６人増の
10人に。
　業務が多忙なＴ保育園分会では、支部からの
「難しく考えないで小さい企画で」というよび
かけを受け、職員会議後に10分ほどの会を開
催。後日、新人職員に「組合の話はどうだっ
た？」と声をかけて対話になり、加入につなが
りました。

小さな集まりか
ら

対話を続けて

加入につなげた
ちゅん

滋賀支部

　福祉保育労21春闘
拡大キャンペーンがスタート

しました。地方組織と分会で目標を
決めてみんなの力で達成すること、聴
きとる対話をすすめて加入にむけた声
をかけること、この２つの柱を軸にし
て、６月末までに前年比１割増をめざ
して力をあわせてとりくみましょう。

大切にしたいことを特集
解説します。

組織拡大キャンペーン スタート！
コ
ロ
ナ
禍
１
年
超

コ
ロ
ナ
禍
１
年
超

広
が
る
不
安
・
悩
み

広
が
る
不
安
・
悩
み

対
話
で
聴
き
と
っ
て

対
話
で
聴
き
と
っ
て



②なかま③ 福祉の

　オンライン学習会「なぜ、最低賃金引き上げが必要か」
に、64人が参加しました。講師は全労連事務局長の黒澤幸一
さん。幅広い視点から引き上げの必要性が語られました。
　強調されたのは、女性を取り巻く厳しい環境です。コロナ
禍での雇用者の減少数は男性の倍で、家庭内暴力の相談件数
や自殺者が前年比で増加しています。また、女性が多いエッ
センシャルワーカーは、最低賃金に近い賃金で働く人が多く
います。背景にあるのは、女性労働者の非正規雇用率の高さ
と賃金の低さです。最低賃金の引き上げが、女性の経済的自
立と社会生活の維持に必要不可欠な労働者の確保と雇用の安
定につながります。福祉労働者にとって重要な視点です。
　最低賃金は「人間らしく暮らすための最低基準」です。最
低生計費調査によると、全国的に時間給1500円以上が必要で

す。まずは市民を巻き込み世論を広げて、最低賃金の引き上
げを実現します。その力で、財政基盤の弱い中小企業等への
支援を求めることが重要だと強調されました。
　後半には２人の組合員から実践報告がありました。「保育
士の役割や専門性は全国どこも同じ。全国一律最賃制度の実
現で賃金格差をなくしてほしい」（静岡）、「最賃生活を体験
して、人間らしい暮らしができないと実感した。こんな最賃
制度はおかしい」（大阪）と、最低賃金引き上げへの決意が
述べられました。

２月10日　オンライン開催

オンライン学習会「なぜ、最低賃金引き上げが
必要か」　講師に全労連事務局長を迎え64人が参加

論
理
と
デ
ー
タ
で
展
開
し
た
資
料
も

わ
か
り
や
す
い
と
好
評　
　
　
　
　

コロナ禍で学んだ視点 深めた確信

春闘労働学校 各地で開催

怒
り
の
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

怒
り
の
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

３月11日

案・タミヤ　画・ニムラ
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委

員
会
の
森
前
会
長
に
よ
る

女
性
蔑
視
発
言
は
、
日
本

社
会
に
女
性
差
別
が
根
深

く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
あ

ら
わ
に
し
ま
し
た
。
森
氏

の
辞
任
で
問
題
を
終
わ
ら

せ
ず
、
構
造
的
な
女
性
差

別
の
解
消
に
む
け
た
と
り

く
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
９
年
12
月
に

「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
２

０
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

指
数
は
、
経
済
、
政
治
、

教
育
、
健
康
の
４
つ
の
分

野
の
デ
ー
タ
か
ら
男
女
格

差
を
数
値
化
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
１
５
３
カ
国

中
１
２
１
位
で
、
前
年
の

１
１
０
位
か
ら
大
き
く
後

退
し
ま
し
た
。
な
か
で
も

「
経
済
活
動
へ
の
参
加
と

機
会
」「
政
治
へ
の
関

与
」
の
格
差
が
大
き
く
、

女
性
の
社
会
進
出
の
遅
れ

は
決
定
的
で
す
。

　

女
性
労
働
者
の
６
割
近

く
は
非
正
規
雇
用
で
、
そ

の
賃
金
は
男
性
正
規
労
働

者
の
４
分
の
１
ほ
ど
で

す
。
背
景
に
は
「
男
性
は

外
で
働
き
家
族
を
養
う
も

の
。
女
性
は
家
事
を
こ
な

し
子
育
て
を
担
う
」
と
の

社
会
的
・
政
治
的
に
つ
く

ら
れ
た
偏
見
・
圧
力（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
）
が
あ

り
ま
す
。
女
性
の
労
働
は

補
助
的
で
一
人
前
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
買
い
た
た
か

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
労
働
は
、
女
性
が
無

償
で
担
っ
て
き
た
家
事
労

働
の
延
長
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
低
賃
金
に
押
さ
え
込

ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
女

性
差
別
の
解
消
と
地
位
向

上
な
く
し
て
、
男
性
を
含

む
福
祉
労
働
者
の
労
働
条

件
の
改
善
と
社
会
的
評
価

の
向
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
保
育
労
の
組
合
員

の
多
く
は
女
性
で
す
。
仕

事
や
組
合
活
動
、
家
庭
生

活
に
お
い
て
格
差
や
差

別
、
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
に
悩
み
、
苦
し
ん
で

い
る
人
は
少
な
く
な
い
は

ず
で
す
。
本
音
を
出
し
あ

い
共
有
す
る
と
り
く
み
を

通
し
て
、
女
性
の
権
利
擁

護
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

め
ざ
す
組
合
活
動
を
強
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
女
性

の
願
い
や
要
求
を
運
動
方

針
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

女
性
役
員
の
比
率
も
高
め

る
こ
と
も
め
ざ
し
ま
す
。

●11日（木）  「人を支える福祉労働を守
れ！」怒りの全国アクション

　福祉保育労の春闘統一行動日です。
　みんなで立ち上がろう！

３月

女
性
の
権
利
擁
護
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

め
ざ
す
組
合
活
動
を
強
め
よ
う マスクや消毒液など資材不足のなかで利用者の生活を支え、

怒りをアピールした山形・蔵王長寿園分会（2020年３月）　

福島・さくら保育園分会では掲示板でも行動を
お知らせ（2020年３月）　　　　　　　　　　

人を支える福祉労働を守れ！
　今年の労働学校では、組合員
の嫌な活動を調査した「ネガテ
ィブアンケート」をもとに、組
合活動を見直す学習会を開催。
アンケートのワースト３は、政治的活動、デモ、街頭宣伝。
組合役員の参加が多く、分会の現状なども出しあいながら、
すべての活動が要求実現のための手段であり、仲間が増える
ことが要求実現に不可欠であることを共有しました。

北海道地本 労働学校
１月30日１月30日

　オンラインで６県20人が参加
しました。共済の魅力解説、法
改正を踏まえた非正規格差解消
の学習を踏まえ、４つのグルー
プで交流を深めました。各職場での格差の実情や思い、解消
にむけてできることを出しあいました。「コロナ禍で分会活
動が十分にできていないなか、他の職場状況がわかって勉強
になった」などの感想が寄せられました。

東北地協 労働学校
１月24日１月24日

関東甲信越地協
労働学校
　オンラインで９都県から28人
が参加し、春闘方針と労使関係
の基本の解説をうけ、分会状況
を交流しました。長野からは、
正規化の要求に、財政困難で実現できないが必要性は認める
回答と時給アップを得た報告がされました。千葉からは、会
議や行事準備を時間内で予定を組む例の報告があり、「仕方
ない」で済ませないとりくみの大切さを確認しました。

１月24日１月24日

　福祉保育労では、21春闘での職員の増員と賃金の
引き上げの実現にむけ、まず経営に責任を果たさせ
るとともに、国に予算確保と制度改善の公的責任を
追及しています。政策転換を求める世論を高めるた
めに、５年目となるストライキを構えた産別統一行
動を、３月11日におこないます。名称は「人を支え
る福祉労働を守れ！」怒りの全国アクションです。

☆ストに入る職場はスト実施
☆職場・分会などで宣伝行動
☆ 職場アピールの採択・FAX要請
（３月６～11日）
☆ 行動の様子や訴えの写真・動画を
SNSで発信
☆ SNSでは
　#人を支える福祉労働を守れ　
　#怒りの全国アクション　などを活用
☆ 午後６時から全国オンライン集会も
予定

　６日に滋賀、14日に福井（石
川県支部・福井分会）で開催。
滋賀では、非正規格差問題の動
画を視聴し、福井では、関西勤
労協の中田進さんを講師に「生き生きと働き続けたい～働く
ことと労働組合」の講義を受け、春闘状況などを交流しまし
た。「新しい職員にどのように声をかけるか悩んでいたが、
組合の意義がわかった」などの感想があがりました。

福井・石川・滋賀地協
労働学校 ２月６・14日２月６・14日

　オンラインを活用し、約50人
が参加しました。４月に全面実
施される「パート・有期雇用労
働法の改正」にむけたとりくみ
の必要性を確認する機会となりました。また、共済学習につ
いては、必要な保障を少ない負担でまかなえる手段として、
組織拡大にも活用していける内容でした。どの講演もわかり
やすく、各分会での春闘に弾みがつきました。

中四国地協 労働学校
２月７日２月７日

　福岡の会議室とオンラインで
22人が参加しました。春闘方針
と非正規格差解消の講義のあ
と、４つのグループに分かれ
て、交流を深めました。職歴１年目の職員が３人も参加する
なか、今年のチャレンジ、コロナ禍での負担、職場の春闘の
ポイント、非正規格差の状況を出しあい、「グループ交流が
予想以上に楽しかった」などの感想があがりました。

九州地協　労働学校
２月23日２月23日

手作りの幕を近くの通りで掲げた群馬・おひさま飯塚保育園分会
 （2020年３月）

　

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
支
え

る
公
共
的
な
役
割
を
発
揮
で

き
る
福
祉
政
策
を
求
め
て
、

５
点
の
要
求
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
地
方
組
織
で
確
立
し

て
い
る
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
国

に
む
け
て
行
使
す
る
構
え
を

つ
く
り
ま
す
。

　

３
月
５
日
の
中
央
行
動
で

は
、
感
染
拡
大
防
止
を
踏
ま

え
て
、
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
と
し
、
情
勢
学
習
や
全
労

連
中
央
行
動
コ
ア
集
会
、
厚

生
労
働
省
・
内
閣
府
交
渉
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
要
求

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
５
点
を
中
心

　

３
月
11
日
ま
で
の
６
日
間

の
ゾ
ー
ン
で
、
職
場
ア
ピ
ー

ル
を
読
み
あ
わ
せ
て
採
択

し
、
組
合
員
の
声
を
書
き
入

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
と
厚
生

労
働
大
臣
に
宛
て
た
Ｆ
Ａ
Ｘ

要
請
を
お
こ
な
い
ま
す
。
職

場
・
地
域
で
は
横
断
幕
や
プ

ラ
カ
ー
ド
な
ど
の
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
行
動
で
実
態
や
要
求

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ
か
、
多

様
・
多
彩
に
工
夫
し
て
と
り

く
み
ま
す
。当
日
夕
方
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
を
つ
な

い
だ
報
告
・
決
起
集
会
も
開

催
し
ま
す
。
国
会
議
員
や
マ

ス
コ
ミ
へ
の
働
き
か
け
は
事

前
に
す
す
め
て
お
き
ま
す
。

　

当
日
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
を
迎
え
ま
す
。
福
祉

職
員
の
増
員
な
ど
の
必
要
性

が
教
訓
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
が
憲
法
25
条
に

も
と
づ
く
社
会
福
祉
の
増
進

・
向
上
の
責
任
を
果
た
し
て

い
な
い
こ
と
に
対
し
、
全
国

で
怒
り
を
も
っ
て
立
ち
上
が

り
ま
す
。

に
し
つ
つ
、
介
護
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
報
酬
改
定

の
抜
本
的
な
見
直
し
、
介
護

・
障
害
・
保
育
の
各
分
野
で

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
資
格
要

件
や
職
員
配
置
の
規
制
緩
和

の
撤
回
を
求
め
ま
す
。

　

現
場
実
態
や
怒
り
も
伝

え
、
回
答
次
第
で
、
ス
ト
を

３
月
11
日
に
実
施
す
る
こ
と

を
中
央
本
部
か
ら
地
方
組
織

に
要
請
し
、
ス
ト
権
を
確
立

し
て
い
る
地
方
組
織
で
は
実

施
の
可
否
な
ど
を
判
断
し
、

職
場
・
分
会
へ
の
対
応
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ス
ト
権
を
確

立
し
て
い
な
い
地
方
組
織
や

ス
ト
を
実
施
し
な
い
分
会
で

は
、
ス
ト
に
よ
ら
な
い
行
動

を
多
彩
に
展
開
し
ま
す
。

　

春
闘
統
一
要
求
に
も
掲
げ

た
「
月
額
４
・
２
万
円
、
時

間
額
２
６
０
円
以
上
の
賃
上

げ
」「
す
べ
て
の
福
祉
労
働

者
に
時
間
額
で
１
５
０
０
円

以
上
の
賃
金
」「
現
場
の
福

祉
職
員
の
大
幅
増
員
」「
定

期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

施
」「
休
業
補
償
は
賃
金
の

10
割
支
給
」
を
求
め
ま
す
。

　

国
に
対
し
て
、
ス
ト
を
構

え
た
産
別
統
一
行
動
の
配
置

を
通
告
し
、
３
月
５
日
の
全

労
連
中
央
行
動
に
あ
わ
せ
て

政
府
交
渉
を
お
こ
な
い
ま

す
。
憲
法
25
条
２
項
の
社
会

福
祉
を
向
上
・
増
進
さ
せ
る

国
の
責
任
と
し
て
、
５
点
の

実
現
に
む
け
た
制
度
改
善
と

予
算
確
保
を
迫
り
ま
す
。

３月11日の行動内容３月11日の行動内容２
月
下
旬
か　

　

ら

始
め
た
ネ
ッ
ト
署
名

３
月
い
っ
ぱ
い
と
り
く
み
ま
す

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
！https://www.change.org/fukushi-sasaete

要
求
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
５
つ

要
求
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
５
つ

国
に
む
け
ス
ト
を
構
え
て

国
に
む
け
ス
ト
を
構
え
て

３
・
５
中
央
行
動

３
・
５
中
央
行
動

オ
ン
ラ
イ
ン
交
渉
で
追
及

オ
ン
ラ
イ
ン
交
渉
で
追
及

職
場
・
分
会
で
は

職
場
・
分
会
で
は

多
様
・
多
彩
に
工
夫
し
て

多
様
・
多
彩
に
工
夫
し
て



④福祉のなかま

Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ

第351号 2021年３月号
　

昨
夏
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
の
減
収
を
理
由

に
、
法
人
か
ら
一
時
金
削
減

の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
忙
し
さ
の
な
か
で

お
こ
な
え
て
い
な
か
っ
た
分

会
会
議
を
、
事
前
に
参
加
を

よ
び
か
け
た
未
加
入
職
員
も

含
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
社
会
状
況
が
不
安

定
な
な
か
、「
納
得
で
き
る

内
容
な
ら
協
力
を
惜
し
ま
な

い
」
と
い
う
受
け
と
め
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
法
人

側
の
提
案
文
書
だ
け
で
は
不

明
な
点
が
多
く
、
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
組
合
員
全
員
な
の

か
？
今
回
だ
け
な
の
か
？
」

と
、
不
安
の
声
が
多
く
上
が

り
ま
し
た
。

　

経
営
状
況
の
確
認
な
ど
の

質
問
状
を
法
人
に
提
出
し
、

削
減
の
撤
回
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
法
人
側
の
提
案
に
は

準
備
や
説
明
の
不
足
が
露
呈

す
る
な
ど
、
法
人
へ
の
不
信

感
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
内

容
で
し
た
。
分
会
会
議
は
、

組
合
員
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
環
境
や
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
出
し
あ
え
る
貴
重
な

意
見
交
換
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

忙
し
く
て
も
、
組
合
員
の

意
見
を
直
に
聴
き
取
っ
て
ま

と
め
、問
題
点
を
明
確
に
し
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
文
書
を

経
営
者
側
に
提
出
で
き
た
こ

と
は
、
分
会
の
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
、職

場
の
大
変
さ
や
職
員
の
悩
み

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
組
合

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

意見を出しあう分会会議を再開
一時金の削減提案を撤回させた！

【
趣
味
】
読
書
、
映
画
鑑

賞
、
家
族
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

宮城支部　わらしべ分会　書記長

小山　大輔さん

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
ひ
な
ま
つ
り
の
お
酒

④
「
土
筆
」
読
め
ま
す
か
？

⑥ 

ケ
ー
ブ
ル
…
…
。
ベ
ビ
ー
…

…
⑦
魔
法
…
…
。
猛
獣
…
…

⑨ 

忘
れ
物
や
落
と
し
物
の
こ
と

を
…
…
物
と
い
い
ま
す

⑪ 

四
人
姉
妹
を
描
い
た
小
説

「
…
…
物
語
」

⑬
ヒ
ツ
ジ
の
頭
。
…
…
狗
肉

⑮
皮
膚
に
で
き
る
細
い
筋

⑯
五
…
…
の
指
に
入
る

⑰
英
語
で
は
ス
コ
ー
ピ
オ
ン

⑲
傾
斜
し
て
い
る
道

⑳
指
名
…
…
の
容
疑
者

㉒
ひ
と
そ
ろ
い

㉔
花
が
十
分
に
開
い
た
状
態

㉕
王
さ
ま
が
住
む
御
殿

㉖
村
と
市
の
中
間

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
歯
医
者
さ
ん
の
こ
と
で
す

② 

ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
む
化
粧

水
、
ス
キ
ン
…
…

③
…
…
圧
。
輸
…
…

④
あ
と
か
ら
加
え
る
こ
と

⑤ 
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝

け
」
の
主
人
公
は
？

⑧ 

イ
タ
チ
に
似
た
形
の
特
別
天

然
記
念
物

⑩
頭
…
…
。
鎮
…
…
剤

⑫
髪
を
と
か
す
道
具

⑭
ニ
ワ
ト
リ
の
頭
の
突
起

⑯
戸
籍
の
あ
る
場
所

⑱
有
利
で
、
す
ぐ
れ
た
点

⑲
甘
み
の
強
い
調
味
料

㉑
羽
織
…
…
の
時
代
劇
衣
装

㉓
雨
の
日
が
多
い
季
節

㉔
千
の
十
倍
は
？

３
４
９
号
（
２
０
２
１
年
１
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
４
９
号
の
答
え
は
、「
ト

シ
ノ
ハ
ジ
メ
」
で
し
た
。
応
募

は
28
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

小
倉　

真
由
さ
ん

（
東
海
地
本
・
ふ
た
つ
ば
し
分
会
）

白
鳥　

睦
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

今
西　

友
佳
理
さ
ん

（
京
都
地
本
・
白
い
鳩
分
会
）

西
田　

有
友
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
コ
ロ
ニ
ー
事
業
団
分
会
）

山
下　

い
ぶ
き
さ
ん

（
広
島
支
部
・
な
か
よ
し
保
育
園
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶４月15日
発表▶2021年５月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

紙面を読んで

　１月号の見開きの「2021年に挑む私の決
意」の書初めをとても楽しく読みました。私
も今年挑戦したいことを書こうと思います。
職場はコロナの影響で疲弊しています。国の
しっかりとした対応を求めたいです。

私の決意　国の対応を求めます！
大阪地本・大阪福祉事業財団分会　田中　昭博さん

　１月号の「主張」を読んで、やってしまい
がちだなと思いました。確かに、労働者の生
活と健康が成り立って初めて実現するとわか
ってはいるものの…。長く働きつづけるため
にも、取りたい日程で遠慮なく年休の希望を
出せる職場になればと思います。

遠慮なく年休希望が出せる職場に
大阪地本・コスモス分会　宮井　保代さん

　１面特集のコロナ禍の「みんなの要求アン
ケート」を読んで、同じようにしんどさを感
じてやめたいと思う気持ちは、この現場のし
んどさのなかで、みんなが感じているんだと
わかりました。このままではなり手がいなく
なるのは当然ですよね。私も「週休２日！残
業なし！持ち帰り仕事なし！賃金アップ！」
の要求を正々堂々と言っていきたいです。

アンケート結果に共感
堂々と要求しよう！

京都地本・白い鳩分会　今西　友佳理さん

　１月号の「主張」の「うしろめたさを感じ
ない職場づくりへ」を読みました。どんな職
種でも休日はしっかり保障されるべきです
が、特にケアワーカーと言われる職種が「生
活と健康が成り立ってはじめて実現する」こ
とは重要だと思います。自分を大切に思って
こそ、他人も大切にできるのではないでしょ
うか。コロナに限らず、体調が回復するまで
自宅で休むことが当たり前の社会になってほ
しい。

自分とまわりを大切にして
休める環境に
大阪地本・穂積福祉会分会　馬場　順子さん

この春、定年退職を
迎えるみなさんへ「共済を知る」学習会を「共済を知る」学習会を

企画してみませんか？企画してみませんか？

オンラインによる

　福祉保育労では、組合員の８割が「ワンコイン
共済」への加入を目標に、まずは、すべての地方
組織で現行加入率１割増をめざしています。地方
協議会や中央本部では、コロナ禍で思うように組
合活動ができずにいる組織へ、オンラインを活用
した会議の開催や、学習会などの企画をサポート
しています。
　福祉保育労共済では、共済を知るための学習会
や説明会を地方協議会や地方組織で企画する際
に、オンラインが活用できるようお手伝いします
（分会単位の場合もご相談を）。ぜひ、この機会
に学習会を企画してみませんか？ ※ 各事項の詳細等については年金共済のパンフ

レットを必ずご確認ください。

「年  金  共  済」
年に２回の加入のチャンス!!

制度の紹介（※）
• 月々5000円から自由に掛金設定ができます。
• 受取開始年齢は一定期間後、自由に決められ
ます。
• 個人年金保険料控除対象となるＡコース、生
命保険料控除対象となるＢコースがありま
す。
• 加入から一定期間は元本割れしますが、長期
的にはよりよく生活を支えることをめざして
運用されています。実績や予定利率を、ぜひ
パンフレットで確認してください。

加入申込書、パンフレットのお申込みは共済会まで

締
切　

５
月
15
日
共
済
会
必
着

　年金共済の加入には「ワンコイン共
済」への加入が必要です。まだ「ワン
コイン共済」に加入していない方は、
これを機会にダブル加入のご検討を！

　「分会慶弔共済」に加入されている
方は、退職餞別金の給付請求もお忘れ
なく！（退職餞別金は３年以上の分会
慶弔共済加入歴がある方が給付の対象
です）
　「ワンコイ
ン共済」など
の個人共済
は、退職後も
継続加入でき
ます。

「退職金が不安…」「公的
年金だけでは不安…」な方へ

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法


